
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

【授業の概要】 

１ 助産師の仕事 

２ いのちの誕生のしくみ 
３ 胎児の成長の様子 

４ 出産時の様子 

５ いのちの大切さ 
６ １０年後の自分 

７ 家族の愛 

８ 少年兵の話 
９ スライド(出産時の 

赤ちゃんと母親、家族) 

富山県教育委員会平成２４年度いのちの教育総合支援事業 

「“いのち”について考えよう『いのちってすばらしい！』」 
黒部市立荻生小学校 

平成２４年１１月２０日実施 【いのちの先生】 

水島 香苗先生 

・あわの産婦人科医院助産師長 

 今日学習して、命ってすごいなって

改めて思いました。コンパスでもあけ

るのが難しいくらいの小さな穴からこ

んなに大きくなるまで育ててくれた親

や、友達に感謝したいと思いました。

いつも反抗してしまうけれど、たまに

は優しくしたいと思いました。赤ちゃ

んと触れ合って、赤ちゃんって不思議

だなと思いました。手を近くに出すと、

手を握ってくれるし、じっと見つめて

くるのでかわいいなと思いました。                               

滑川市立田中小学校(平成２５年２月８日)、滑川市立南部小学校(平成２５年２
月１６日)、魚津市立西布施小学校(平成２４年１０月１１日)、魚津市立大町小

学校(平成２５年２月８日)、黒部市立生地小学校(平成２５年２月２０日)、黒部
市立田家小学校(平成２４年１１月２２日)、黒部市立石田小学校(平成２５年３
月１日)、黒部市立三日市小学校(平成２４年９月２５)、黒部市立若栗小学校(平

成２４年１０月２０日)、黒部市立宇奈月小学校(平成２４年１１月１０日)、入
善町立ひばり野小学校(平成２４年１２月４日)、朝日町立あさひ野小学校(平成
２５年２月１５日)、朝日町立さみさと小学校(平成２５年１月３０日)でも、い

のちの授業をされました。 

 いのちの授業を学習して、改めて命の大切さ

などが分かりました。また、今、自分が命のバ

トンを持っているので、次の人に渡して受け継

がれるようにしたいなと思いました。ユニセフ

の写真に写っていた子どもがとてもかわいそう

だなと思いました。まだ子供なのに鉄砲を持っ

ていて、やらせている人はひどいなと思いまし

た。今日の学習をして、お母さんやお父さんな

どからもらった一つの命なのでこれからも大事

にしたいなと思いました。          

 今日の学習で、まず始めに水島さんからのお話を聞

きました。まだお腹にいる赤ちゃんの成長の話、命の

大切さを教えてくださいました。水島さんが赤ちゃん

を産むお手伝いをしている気持ち、親の気持ちが少し

分かったような気がします。その後、赤ちゃんと触れ

合いました。抱いたときとても重かったです。そのと

き命の初まりの重さを改めて感じました。そして、赤

ちゃんを見ているうちに弟の小さいころを思い出し

ました。今より赤ちゃんの時の方がかわいい、おとな

しいかなと思いましたが、今でもその一つの命を大切

に、しっかりした姉として生きようと思いました。                                            


